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はじめに

　遺伝学研究所・は遺伝に関する学理の総合及びその応川の胚礎的研’グヒをつかさどり、あわせ

て遺f云’γ：の指導，連絡及び促進をはかることを本務として，1949年　（llr｛和24年）に設置され，

‖1｛年，創、ンニ40周年を迎えました、，6年前（ll／｛和59年度）には大”γ：lk・　1iiJ利Jlj機関に改糸IL転換し，

1988年（ll召和63年）にはさらに7つd）大”γ：共1・i」不1」Jlj機関を母体とする総合イ｜1「究大”7：院ノく学（ノ）

開学に伴い，生命科学研’グヒ科の遺伝学胆父を担’1］することとなり，ll乍年，　ll与ll課程の学ノ｛三を

初めて受け人れ．ました1，この川，本研究所は客｝｛研究部1”1を含ダ）て15川二究部門ノ奴♪’4研究施

設を擁するまでに成長し，llミ1内外から数多くの研究者を受け人れて」1ミ1司捌：究の成㌧ドをあげる

と共に，毎年1’数f牛（ノ）イil「究集会を1用催して研究交流を促進してい長す1，

　創設以来，数多くの1憂れた研’先実績は，本研究所を我がV：｜（ソ）遺伝学の1い・じ・として位置づけ

るとともに，その存在が川界rl《」にも広く知られるようになりました、、しかし，近年の．遺伝学

の急速な発展は，そのもたらした新しい研究ノiVlと兼ねて，生物学に大きな変革をもたらし、

本研究所のイill：究にも影判1を’∫えるに至りました，，本研究所はそれに対応して研究部門，実験

動物保存のための部門の充’ノミを訓㌧・て参りましたが，対’応は決して充分なもソ）とはぢえられ

ず，これから研究所として推進すべき多くの課題を残しておりますdi本研究所としては，学

問の流れK’），社会Of）要請を無1ト見することなく，　しかLl：体1’1勺に，問題に取り糸ほむべきと思い

ます，，これカ・ら我々はさらに困難な選択に直lrliすることでしょ　う1、所・内外（ノ）皆様ノ∫の御助力

と御理解の上1こ，将来（ソ）発展を目指したいと思います、、1卸理解とitil助JJをお願いする次第t（ltす．

1　1／11　　、フ：　」直　fノ：’、）’：イ】jl：　’グピ，輌戊iP　1　ミ

吉：　　　　　斧
竃　」

1
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1｜召不1」24勾三6月1日

　　●

　　　　　　　　8月10日

ll召不U281r「こ1　月　1　｝」

　　　　　　　　8戊．』1日

ll召不1129　一’1三7月1Fl

ll召不日30f干9月1511

　　　　　　　　10」］　1　ヒ・I

IIrf不1135有三4月30日

日召不LI37　fl三4月1

日召不1．1394三4月1

11召不1・144f卜4月1

日召不ll49・｛1三4月1

日召不ll50イ干3　戊」　1

　　　　　　　　10月1

11（1不ll51．有三10戊］　1

11召不U58fド10戊1　1

日

日

日

1．1

日

1・l

iJ

H

ll召不ll59f卜4J］12日

ll召手ll62汀こ1　月121｜

ll召仁ll63f卜4」」8日

、1元），文ノ己．1｜三10，J　I　 ll

ロノロ 革 （組織）

文部省設置法により文部省所轄イill：究所として設li’t

研’先第2部及び研究第3部の4部門で発足、

ノ」、∫箕ミ　　」1“．　　t〈J」イkこ｝リi’1ミ小尤f「：

研究第1部から第3部をそれぞれ形質遺伝部，糸1

に改組　　　　　・隠い、．vv

：、，庶務部，研究第1部，

jJ包」遺’イノこ～苓1～，　　　ノ1二」…‖！」遺’イ膓ミ；‘刊；

　　　　　1；：：鷲ば、、llttal，’，1’，’

ノヒイヒ㍑’了：」旦’イノこド苧｜～＊i斤6隻

ルも：月jj旦イノミ音｜～＊i斤、詩と

変！｝㌔↓」9’tイzミ音1～＊i斤，ilgtL

／1＼IJi‘1　　」∠）　　算32イk｝iJi’止ξ」］，；Lイ1三

人癸頁」置イz：音1～‡i斤言生

弔敦〔1ヒ4勿」立fノミ音1～＊E・．斤、i隻

集卜j’lj遺イzミ剖～粗h｝錐

森川紘》大／IJ‖～リノ！3イ1こ｝リi・⊥ミ京£イf：，　つ＞　JノづILItイノミ1’；二B‡；1「1誌と

ノh～iLi勿イ身↓イ∫：イi川二’グe二4ミ‡〕「Il隻

”．1，1∴弼爾．太L］1～角’ヨ4イKjl］iJi一正、ξ京尤イ「：

」貴f杉∵夫三馬灸ノヒ4勿イ呆イ∫：イi川ング巳∬也1註と　（動物保在研究室）　辛斤，誌ξ

」貴fzこ’」ミ馬灸，i：．4勿イ呆イf：イiJl：’）’UL　jjfit　l　6乏　（i｝敗ノ1：．4勿thl・イ∫：イ1川㌧グヒL・iミ）　ネ斤1誌と

↓乏ミオく　　　英　　 η～5イklリi・⊥ミ」；，：尤イr：

1．kl、ン：’Y：1ミ交1没il「｜ゴ去（ノ）　・i’；：1～己父d・：（

遺f云実験生物仙↓イ∫：研’先セン

DNAデータバンク稼動

方父射’糸泉・アイソト・．一フ．センター新、没

1，iii　i‘1；薯糸屯　・亀”S　6イC戸斤1．ミ京尤f「：

・1”

資料展示室

こ　．k　り　人”｝た．！IC－｜Li」不1」川」”Z隻1臭」レこut父糸且

夕・一，　」旦fノぐh！∫、Xl1イi月：’グ巳斗2ン　タ・．一，　’戊ミ馬灸1甫1」’易剰『iiJtxL
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沿 革 （施設）

日召不112711三3　月

H召不n36q三9月

昭和38年1月

H召不ll39’rl三3月

日召不II43fド3J－1

11f｛不n46角三3月

昭和47年3月

11召不lj534丁三7月

H召不U55年一5月

昭和56年3月

日召不日584三3　Jj

日召不n59∠干3　Jj

Hf｛不【16041三3　月

日召不［162　一“　：－1　Jj

　　　　3月

1｜召不ll63t卜12月

別館新築

研究本館第1期第1次工事竣工

研究本館第1期第2次工事竣エ

研究本館第1期第3次工事竣Il

研究本館第2期工事竣11，研究本館li卜画完成

図書館新築

ネズミ飼育舎新築

遺伝実験生物保存研究施設研究棟新築

遺伝実験生物保存研究施設ネズミ附属棟，カイコ附属棟新築

遺伝実験生物保存研究施設微生物附属棟新築

排水処理施設新築

組換えDNA実験棟，野生イネ温室新築

実験圃場管理施設新築

遺伝情報研究センター棟，隔離温室，日長調節装置新築

水川温室，桑温室新築

RI実験棟，中央機械室，RI排水処理施設新築

遺伝情報研究センター棟・Rl実験棟

実験圃場管理棟
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概 要

目　　　的

　大’Y：等における学術研究o）発展に資するため，国、杭学校設ii’ll法（lll｛和24年5J1　31日法律第

150りつ第9条の2に基／∫き．遺1云’Y：に関する総合研’先を行うことをll［’IL」とLて設置された大

学共同利川杉災関て㌦ちる、．

共同利用
　全い1の大”7：の教員その他θり者’ご・，川二究所

の目的たる研究と同　・の州：究に従事する者

の利用に供するとともに，　共1司研究を行う，

国際交流
　遺伝学の分野で’国際的な学術父流を沽発

化するため，研究者の交流やDll際シンポジ

ウム等を開催・－9・一る．、

大学院教育
　人学の要請に1，〔こじ，　’J’1該ノ・ご’γ：グ）Jrf）’：院に

おける教育に協］Jする

運　　　営

　大学共同利用B：隻関の研究所として円滑な運営を行うため，研究所’の’F業，il’画そ（ノ）他（ノ）管j：里

運営に関する・五要事項について，所長に助11する評議員会を置くとヒもに，IU・i川：究、ihl叩二

関する事項その他の研究所の運’肖’に関する屯要‘1’［項で、所長か必要と認めるものについて川

長（7）諮問に応じる運営協議貝会を置く、，また，所’長の求めに応じ必要な事項にzノいて訓査・

検討を行うため，所内に各種委貝会を置くt／

霧

冬

蜷

250余種に及んで系統保存している八重桜並木 春

　．纂

；・．・嬬
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機構図

評

議

員

会

所 長1 企lllll調格

主　　幹

運

営

協

議

貝

会

組 織
（平成2年6月8日現在）

管 理 部

分子遺伝研究系

庶　　　務　　　課

会　　　計　　　課

分子遺伝研究部門

変異遺伝研究部門

細胞遺伝研究系

※核酸化学研究部門

細胞遺伝研究部門

微生物遺伝研究部門

‘個体遺伝研究系

※細胞質遺伝研究部門

発生遺伝研究部門

形質遺伝研究部門

集　　団　　遺　伝　研　究　系

※生理遺伝研究部門

集団遺伝研究部門

進化遺伝研究部門

総合遺伝研究系

※理論遺伝研究部門

人類遺伝研究部門

育種遺伝研究部門

※応用遺伝研究部門
　※印は客貝研究部門を示す。

研究施設‘

技 術 課

遺伝実験生物保存

研究センター

遺伝情報研究
セ　 ン　 タ　ー

放射線・アイソトープ1

セ　ン　タ　ー

実　験　圃　場

哺乳動物保存研究室

無脊椎動物保存研究室

植物保存研究室

微生物保存研究室

遺伝資源研究室

構　造　研　究　室

組換え研究室
合　成　研　究　室

遺伝情報分析研究室
遺伝子ライブラリー研究室

5
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定員表（平成2年度）

所　　長 教　授 助教授 助　手　　小　　計
技　　　官
i技術課）

事務職員等
i管理部）

合　　計

1 13（5） 19（5） 29　　62（10） 19 23 104（10）

　　　　　　　　（注）（

職員等（平成2年6月8日現在）

　　所長富澤純一　　企画調整主幹（併）原田朋子
　　　　　　（太田）

　　　分子遺伝研究系

　研究主幹（併）　石濱　明
分子遺伝研究部門

　　教　 授　石濱　 明

　　助　 手　藤田信之
　　助　 手　永田恭介
　　助　 手　山岸正裕
変異遺伝研究部門

　　教　授　瀬野悼二
　　助教授　山尾文明
　　助　 手　手塚英夫
　　助　手金田澄子
核酸化学客員研究部門

　　助教授（併）　水　本　清　久
　　（東京大’判久科学川究所）

　　助教授（併）　鮎　澤　　　大
　　（東京大学応用微牛物研究所）

　　　細胞遺伝研究系

　研究主幹（併）　　森　脇　和　郎

細胞遺伝研究部門

　　教　 授　森脇和郎
　　助教授　今井弘民
　　助　手　城石俊彦
　　助　 手　後藤英夫
微生物遣伝研究部門

　　教　 授　堀内賢介
　　助教授　安田成一
　　助　手西村行進
　　助　 手　原　 弘志
　　助　 手　東谷篤志

）内の数は客員研究部門の教官数（外数）である。

細胞質遺伝客員研究部門

　　教授（併）　大坪栄一　　陳京大学応用微’1物‘∫「究所）

　　客員助教授　　米　川　博　通
　　（財東京都臨JPt　li，、’杉総合研究所室長）

　　　個体遺伝研究系

　研究主幹（併）　　杉　山　　　勉
発生遺伝研究部門

　　教　 授　杉山　 勉
　　助教授　藤澤敏孝
　　助　 手　清水　 裕
形質遺伝研究部門

　　助教授　村上昭雄
　　助　 手　湊　　清
　　助　 手　山田正明
生理遺伝客員研究部門

　　教授（併）　澤田康次　　（東北大学電気通伯研究所）

　　　集団遺伝研究系

　研究主幹（併）　　原　田　朋　子
　　　　　　（太　Hl）集団遺伝研究部門

　　教　 授　原田朋子　　　　　　tた　Hl）
　　助教授　高畑尚之
　　助　手　舘田英典
　　助　 手　田嶋文生
進化遺伝研究部門

　　助教授　五條堀　孝
　　助　手森山悦子
理論遺伝客員研究部門

　　客貝教授　木村資生
　　助教授（併）　　青　木　健　一
　　凍）K大ツ瑚学舳



　　‘　総合遺伝研究系‘‘

　研究主幹（併）　今村　孝
人類遺伝研究部門

　　教　 授　今村　 孝
　　助教授　藤山秋佐夫
　　助　手寳来　聰
　　助　手　中島　衡
育種遺伝研究部門

　　教授沖野啓子　　　　　　　　　kh）
　　助教授　佐野芳雄
　　助　手　平岡洋一郎
　　　　　　　　　　　助　手　平野博之
応用遺伝客員研究部門

　　教授（併）　渡邊　武　　∪し州大学’k体防御1矢学研究所）

　　客員教授　米澤勝衛　　（▲i叉督臓業．k学ll司IIEIMI開発研究所教授）

遺伝実験生物保存研究センター

　センター長（併）　沖野啓子
　　　　　　（2i　　ノ
　　助教授　渡辺隆夫
　　助　 手　宮下信泉
　　助　手上田　均
　　助　手西村昭子
　　助　手舘野義男
遺伝情報研究センター

　センター長（併）　　瀬　野　桿　二

　　助教授　嶋本伸雄
　　助教授　池村淑道
　　助教授　廣瀬　 進
　　助教授　宮澤三造
　　助教授　小原雄治
　　助　 手　林田秀宜
　　助　手　松本健一
放射線・アイソトープセンター

　センター長（併）　定家義人

　　助教授　定家義人
実験圃場
　　圃場長（併）　佐野芳雄

　　助　手中村郁郎

　管　理　部

管理部長　原　 俊男

庶　務　課
　　課　　長
　　課長補佐
　　庶務係長
　　人事係長
　　研究協力係長
　　共同研究係長

会　計　課
　　課　　長
　　課長補佐
　　経理係長
　　用度係長
　　管財係長
　　施設係長

　　　技　術

　　課　　長
動物班

　　班　　長
　　第一技術係長

　　第二技術係長
植物・微生物班

　　班　　長
　　第二技術係長
機器班

　　班　　長
　　第一技術係長

　　第二技術係長

神田外喜雄

古田剛一
澤入新一郎

酒井清人
秋山啓剛
大平　 洋

谷口博史
岩城英一
渡邊　 裕

小田敏雄
山本　 勉

地中　剛
課

鬼丸喜美治

三田受彦
原田和昌
榊原勝美

田村仁一
原　 登美雄

越川信義
谷田勝教
原　 雅子

7



6

定員表（平成2年度）

所　　長 教　授 助教授 助　　手 小　　計 技　　　官i技術課）
事務職員等
i管理部） 合　　計

1 13（5）
19（5）’一一一一 29 62（10） 19 23 104（10）

職　員

（注）（

等（・械2年7月16助↓佃

所長富澤純一企画調整主幹（併）原　田　朋子
　　　　　　　（太　　田）

）内の数は客員研究部門の教官数（外数）である。

分子遺伝研究系

　　　研究主幹（併）　　石　濱

分子遺伝研究部門

　　　　　教　　　授　　石　濱

　　　　　助　　　　手　　藤　田

　　　　　助　　　　手　　　永　田

　　　　　且力　　　　　　　手　　　　　山　　∫景

変異遺伝研究部門

　　　　　教　　　授　　瀬　野

　　　　　助教授　山尾
　　　　　助　　　　手　　手　塚

　　　　　助　　　手　　金　田

核酸化学客員研究部門

　　　　　助教授（併）　　水　本
　　　　　（東京大学株科ヨ棚1先｝・｝川

　　　　　助教授（併）　　鮎　澤
　　　　　〔東京大学応用微’｛物研御り川

　　明

　　明

信　之

恭　介

正　裕

桿　二

文　明

英　夫

澄　子

清　久

　　大

細胞質遺伝客員研究部門

　　　　　教授（併）　大坪栄一
　　　　　（東京大学応用微牛物研究所）

　　　　　客員助教授　米川博通
　　　　　（財東京都臨床医学総合研究所室長）

細胞遺伝研究系

個体遺伝研究系

　　　研究主幹（併）　　杉

発生遺伝研究部門

　　　　　教　　　授　　杉

　　　　　助　教　授　　藤

　　　　　助　　　　手　　清

形質遣伝研究部門

　　　　　助　教　授　　村

　　　　　助　　　手　　湊

　　　　　助　　　　手　　山

生理遺伝客員研究部門

　　　　　教授（併）　澤
　　　　　（東」ヒ大学電食、通作｛研二究戸斤）

山　　　勉

山　　　勉

澤　敏　孝

水　　　裕

ヒ　昭　雄

　　　　清

田　正　　明

田　康　次

集団遺伝研究系

　　　研究主幹（併）

細胞遺伝研究部門

　　　　　教　　　授

　　　　　助　教　授

　　　　　助　　　　手

　　　　　助　　　　手

微生物遺伝研究部門

　　　　　教　　　授

　　　　　助　教　授

　　　　　助　　　　手

　　　　　助　　　　手

　　　　　助　　　　千

森

森

今

城

後

堀

安

西

原

東

脇

脇

井

石

藤

内

田

村

谷

和

和

り∠、

俊

英

賢

成

行

弘

篤

郎

郎

民

彦

夫

介

進

志

志

　　　研究主幹（併）

集団遺伝研究部門

　　　　　教　　　授

　　　　　助　教　授

　　　　　助　　　　手

　　　　　助　　　手

進化遺伝研究部門

　　　　　助　　　手

理論遺伝客員研究部門

　　　　　客員教授
　　　　　助教授（併）
　　　　　（東京大学理学部｝

原
（太

原
（k

高

舘

田

森

木

青

田
田）

田
tM）

畑

田

嶋

山

村

木

朋　子

朋　子

尚　之

英　典

文　生

悦　子

資　生

健　一



総合遺伝研究系

　研究主幹（併）　　今　村　　　孝

人類遺伝研究部門

　　教　授　今村　孝
　　助教授　藤山秋佐夫
　　助　手　寳来　聰
　　助　手　中島　衡
育種遺伝研究部門

　　教　 授　沖野啓子　　　　　　（森　島）
　　助教授　佐野芳雄
　　助　手平岡洋一郎　　　　　　（佐　　　藤）
　　助　手　平野博之
応用遺伝客員研究部門

　　教授（併）　渡邊　 武
　　（九州大学生体防御医学研究所）

　　客員教授　 米澤勝衛　　（京都産業大学国」利用開発研究所教授）

遺伝実験生物保存研究センター

　センター長（併）　　沖　野　啓　J’
　　　　　　（森　NS）
　　助教授　渡辺隆人
　　助　 T：　宮ド信泉
　　助　 手　上田　均
　　助　 手　西村昭r一
　　助　 千　舘野義男
遺伝情報研究センター

　センター長（併）　　瀬　野　’1早　二

　　教授池村淑道
　　教　　　授　　五條堀　　　孝

　　助教授　嶋本伸雄
　　助教授　廣瀬　 進
　　助教授　宮澤三造
　　助教授　小原雄治
　　助　 手　林田秀宜
　　助　 手　松本健一
　　助　手　林　茂生
放射線・アイソトープセンター

　センター長（併）　定家義人

　　助教授　定家義人
実験圃場
　　圃場長（併）　佐野芳雄

　　助　手中村郁郎

管理部長　原　 俊男

7

庶　務　課

　　課　　長
　　課長補佐
　　庶務係長
　　人事係長
　　研究協力係長

　　共同研究係長

会　計　課

　　課　　長
　　課長補佐
　　経　珂1　係　長

　　用　度　係　長

　　管財係長
　　施設係長

神田外喜雄

古田剛一
澤入新一郎

酒井清人
秋　　山　　啓　　剛

大・ピ　洋

谷ll博史
岩城英　・
渡邊　 裕

小川敏hJf
山本　 勉

1也　　中　　　　　1剛

　課　　長
動物班

　班　　長
　第一’技術係長

　第二技術係長
植物・微生物班

　班　　長
　第二技術係長
機器班

　班　　長
　第一技術係長
　第二技術係長

鬼丸喜美治

三田畏彦
原田和昌
榊原勝美

H」　 ‡寸　 イ：　一

原　 登美雄

越川信義
谷田勝教
原　 雅子
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評議員会及び運営協議員会

　　　　　　　評議員会

　研究所の事業計画その他の管理運営に関

する重要事項について，所長に助言する。

評議員（五十音順）

　飯

　市

　今

　大

　岡

　尾

　木

　桑

　佐

　菅

　杉

　高

　竹

◎長

　野

○野

　濱

　山

　由

野

川

堀

井

田

上

村

原

野

野

村

浪

内

倉

島

村

井

縣

良

徹

惇

宏

龍

節

久

資

章

博

晴

郁

庄

達

弘

雄雷映学教授（燗科学

　　東京工業大学教授（大学院信
　　総合理工学研究科）

三　鳴門教育大学長

夫謙好大学搬（家政学

人岡崎国立共同研究機構長

雄滋賀大学長

生国立遺伝学研究所名誉教授

吾東邦大学理事長

敏東京都立大学長

夫（財）癌研究会癌研究所長

隆国立がんセンター総長

満　京都大学化学研究所長

　　岡崎国立共同研究機構夫　　基礎生物学研究所長

郎総合研究大学院大学長

七帝京大学薬学部長

次（財）実験動物中央研究所長

イ［多　東京大学教授（文学部）

忠　京都大学教授（農学部）

隆　京都大学ウィルス研究所長

◎印は会長，○印は副会長を示す。

　　　　　　運営協議員会

　共同研究計画に関する事項その他の研究

所の運営に関する重要事項で，所長が必要

と認めるものについて所長の諮問に応じる。

運営協議員

所外（五十音順）

石　和　貞　男

大　澤　省　三

岡　田　益　吉

竹　内　拓　司

武　部　　　啓

常脇恒一郎
中　島　哲　夫

福　田　一　郎

三　浦　謹一郎

吉　川　　　寛

所内（省令順）

石

瀬

森

堀

杉

原

今

沖

（太田）

濱

野

脇

内

山

田

村

野
（森島）

桿

和

賢

朋

啓

お茶の水女子大学教授
（理学部）

名古屋大学教授（理学部）

筑波大学教授（生物科学系）

東北大学教授（理学部）

京都大学教授（医学部）

京都大学教授（農学部）

玉川大学教授（農学部）

東京女子大学教授
（文理学部）

東京大学教授（工学部）

×阪大学教授（医学部）

明　教

二　教

郎教

介教

勉教

子教

孝教

子教

授（分子遺伝研究系）

授（分子遺伝研究系）

授（細胞遺伝研究系）

授（細胞遺伝研究系）

授（個体遺伝研究系）

授（集団遺伝研究系）

授（総合遺伝研究系）

授（総合遺伝研究系）



各種委員会

　所長の求めに応じ必要な事項について調査検討する。

委員会名　　　　　　　　　　委員長

系統保存委員会

DNAデータ研究利用委員会

組換えDNA実験安全委員会

予算委貝会

施設整備委貝会

将来計画委員会

大学院教育研究委員会

セミナー委貝会

図書委員会

共通機器委員会

電子計算機委貝会

放射線安全委貝会

発II月委員会

動物実験委貝会

排水等処理委貝会

実験圃場運営委員会

系統保存委員会

所外委員（五十音順）

　‘－14
イr

岡

笠

木

斎

阪

常

槻

田

原

一F

尾

本

脇

森月易　　　不ロ良Is

石濱　　明

瀬野　惇二

石濱　　明

今村　　孝

瀬野　桿二

堀内　賢介

高畑　尚之

沖野　啓子
（森島）

今村　　孝

原田　朋f’
（太川）

瀬野　桿二

今村　　孝

森脇　和郎

杉山　　勉

佐野　芳雄

邦男東京大学教授（理学部）

益　吉筑波大学教授（生物科学系）

基知治法政大学兼fr：講師

俊　　劇～北海道大学教授（JR，・・、）・：r“s）

乾二郎東京大学教授（農学部）

寧男京都大学教授（農学部）

恒一郎　京都ノく学教授（農学部）

土井良　　　宏

野　村　達　次

1⊥1　　亦寸　　石JF　　一

由　良　　　隆

ISi　川　　　寛

JL州大学教授（農学部）

（財）実験動物中央研究所長

熊本大学教授（医学部）

京都大学教授
（ウイルス研究所）

大阪大学教授（医学部）

DNAデータ研究利用委員会

所外委員（五十音順）

伊

磯

内

大

大

金

清

堀

松

宮

Ji

藤

野　克

田　久

井　龍

　　省

久

水　信

原　謙

田

川

彬

巳

雄

夫

實

義

寛

隆

寛

（財）癌研究会癌研究所物理
部長

神戸大学教授（理学部）

帝京大学教授（理工学部）

京都女子大学教授
（家政学部）

名lli屋大学教授（理”）’：部）

京都大学教授（化学研究所）

慶応義塾大学教授（医’Y：部）

広島大学助教授
（原爆放射能医学研究所）

大阪大学教授
（細胞11学センター）

ノし州大学助教授（理学部）

大阪大学教授（医学部）

組換えDNA実験安全委員会

所外委員（五十音順）

～鉢久尚1 g㌶欝剖～）

岩城之徳1�嚔T音1～）
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i

；1

予 算（歳出予算）

1

平成2年度当初

人

物

合

件

件

費

費

計

（　ii1＿f、Z　 ：　　「1lJ ）

　578，493

　639，038

1，217，531

アサガオの自家受粉

ショウゲツ（松月）
優美な花で里桜の代表品種　枝が横に張る
ので広い公園などに適し，植栽される「小
花柄長く，垂れて咲く　花弁23－35枚
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研究のねらいと研究活動

分子遺伝研究系

1

1．分子遺伝研究部門では，原核細胞，真核細胞及び動植物ウイルスにおける遺伝情報の転

写とその制御の機構を分子レベルで研究している。

2．変異遺伝研究部門では，染色体複製と組換えの機構や，突然変異誘発機構とそれを修復

する細胞機能を分子レベルで研究している。

3．核酸化学客員研究部門では，核酸の構造及び機能の化学的研究を基盤として，染色体の

複製や発現制御機構の解明をめざしている。

内部照実験棟

ヤ謙　　　　　欝、聯欝
　　　　　　　L’　ぴltl響

〆w糠灘藷
：1騰藏
　　　　　　　　　　　‘Zl、は噛幽

インフルエンザウイルスの粒子と遺伝子の構造。

遺伝子は8本のRNA分節よりつくられている。

隔離ネズミ処理装置
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分子遺伝研究部門

　遺伝子は，細菌（大腸菌）でも数T－，ヒトではその100～1，000倍もあると推定されている。

ところが，そのうちで発現されているものは，大腸菌では数10％以下，ヒトでは，1％以ド

である。生物が，その生活環境に応じて，どの遺伝子を，どれ程に発現させるかを決める調

節のしくみを分子の水準で理解することは，分子遺伝学の究極の目標のひとつである。分r一

遺伝研究部門では，遺伝子の発現が主として遺伝子からRNAが転写されてできる段ll皆で調

節されることに注目し，転写とその調節の機構の解明を目的とした研究を行っている，，

　（1）原核生物の転写制御の研究：当研究室で開発された試験管内混合転写系を利用して，

　　大腸菌遺伝子の転写信号強度の調節機構や，転写装置RNAポリメラーゼの機能変換に

　　よる転写制御機構の解明が進められている、，

　（2）真核生物の転写制御の研究：真核生物の転写装置の分子的実体を解明する目的で，分

　　裂酵母などのRNAポリメラーゼの構成サブユニット遺伝子のクローニングと構造解析

　　が進められている。

　（3）ウィルスの転写制御の研究：動植物ウイルスの転写制御を解明する目的で，ウイルス

　　粒子から純化されたRNAポリメラーゼの分J’・解剖による多機能酵素の実体の解析と，

　　感染細胞における，その構造と機能の変動の様相が分r・の水準で解析されている、、

■t■．■稔■a

　大腸菌各種遺伝子の転写開始点を指令する信
　号（プロモーター）の構造RNA合成開始
　点の上流2ヵ所に共通構造（－10信号と一35
　信号）があるt、

研究者



変異遺伝研究部門

　当研究部門では体細胞遺伝学及び分子生物学のノi法論をJlい，1哺乳類細胞のゲノムDNA

の安定保持機構の解明を，特に核酸代謝，DNA複製及び修復との関連で進めている。その

成果は，遺伝的変異の誘発機構，及び関連の遺伝性疾患や発がんの分r一機構の理解につながる，，

　（1）増殖必須遺伝子の発現を指標にした細胞周期制御機構の研究：体細胞は増殖と分化の

　　両向をもつが，その選択は細胞周期に依存する。したがって，細胞周期の研究は単に増

　　殖のみならず細胞分化の研究につながる。当研究部門では増殖律速酵素であるチミジル

　　酸合成酵素（thymidylate　synthase）の遺伝rをヒト細胞からクローン化し・同遺伝rを

　　種々にデザインして作成したミニ遺伝子を駆使し，細胞周期制ig…1磯構の解明に取｝）組ん

　　でいる，，

　（2）生理的ストレスによる変異誘発機構の研究：抗葉酸剤Meth・trexateや弗化ピリミジ

　　ン5イ1uorouracilによるチミジル酸合成酵素の阻llζは細胞内デオキシヌクレオチドプー

　　ルの不均衡をもたらし，DNAの複製に連動した致死性の特異的2rn鎖切断を誘発するf）

　　その結果は染色体異常や姉妹染色分体交換，遺f云r組換えの誘発につながる。DNA切

　　断に関り・する誘導性エンドヌクレアーゼ及び切断部位の特異性の研究をすすめている、，

　　本現象は体細胞がもつ潜在ll勺自爆能の・つであろうt，ちなみに，精神遅滞等の臨床症状

　　を伴うリ］児のX染色体の脆弱部位（fragile　site）は本チミジル酸ストレスで誘発される、

　（3）DNA損傷修復機構の突然変異体マウスを用いた研究：巳細r11．管拡張性矧・1］症（ataxia

　　telangiectasia）は1：「ll発がん性の遺伝疾患である、、患者山来の糸III胞はX線及びγ線に高感

　　受性で，DNA損傷の修復過程の障害が指摘されている，、’1］研究部llllで1．よ，　1“i・己の疾患

　　に酷似し，かつ免疫不全を示す突然変異体マウスwastedを川いて1；1；’ll害の臓器特LII‘・C：性皮

　　び関連修復酵素の研究をすすめている、、

放射線高感受性のマウス突然変異体wasted（左）と　　λ
その兄弟の正常なマウス

札

的奪

研究者

三

1．

YO36912L∀ kb

…　3、－tt）

一；～／‘、

＜2（戊川

rl口‥

チミジル酸ストレスは染色体DNAを100キロ
塩基対毎に切断する（ハルスフィールド電気
泳動による解析結果）、

15
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核酸化学客員研究部門

　DNAまたはRNAゲノムの化学的特徴とゲノムの複製・転写における情報伝達機構．の相

関が，分子論的立場から研究されている。

（1）ウイルスゲノムRNAの転写・複製機構を解明する目的で，　in　vitro　RNA合成系が開発

　され，この過程に関与するウイルス及び宿主細胞因子の実体の解析が進められている。

（2）RNA先端のキャップ構造形成に関与する酵素の・遺伝子構造と発現様式，及びキャップ

　構造形成と転写の相関に関する研究が進められている。

（3）細胞周期における染色体の構造と機能の変換を，温度感受性培養細胞株を分離し，体細

　胞遺伝学・分子遺伝学的に解析する研究が進められている。

　　　　　　　　1　　2
　　　　　PPPN　pN　p－
　　　　，i／1　R・NA　5・－t・iph・sph・七ase

　　　　　　　　l　　2
　　　　　　ppN　pN　p－

ll：：斗一一・y・一一

G（51）pppNlpN2P－

1芸ヨ＝｛：霊；：∴

m7G（51）pppNlpN2P一

蕊：二斗謡y翌麟：：：：gi－一）

m7G（5’）PPPNlmpN2P一

二1：斗1；・碧雲濃；：9・ide－2’一）

m7G（5，）PPPNImpN2mp一

真核細胞mRNA5’末端に存在するキャップ構造の生合
成経路　キャップ構造は、タンパク質生合成をはじめと
して，遺伝子発現における複数のステップで重要なシグ
ナルとして機能している。
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細胞遺伝研究系

1．細胞遺伝研究部門では，遺伝学的な観点から種分化の過程を解明するために，ネズミ類

を主体に細胞一，免疫一，生化学一及び分子一遺伝学的な変異の探索を進めている。

また，野生山来高頻度遺伝的組換えマウスを用いた遺伝子組換え分r一機構の研究も進んで

いる。一方，発癌に対する宿主の遺伝的要因の究明，遺伝了欠損致死突然変異マウスを対象

とするトランスジェニック実験系の確立，昆虫類を中心とした核型進化機構の解明等もそ

れそれ重要な研究課題である。

2．微生物遺伝研究部門では，大腸菌及びそのファージにおけるDNA複製の開始と終結，

染色体の分配，細胞分裂の機構，ペプチドグリカンの生合成，染色体上の遺伝子の配列と

構造，ミュータントバンクの解析などに関する研究を進めている。

3．細胞質遺伝客貝研究部門では，原核及び真核生物の細胞質因子を研究し，それを利用し

て遺伝子の機能と構造を解明しようとしている。

〈大腸菌の変異株（上）と野生株（下）

の蛍光顕微鏡写真　DNAと結合
　する蛍光色素DAPIで染色した
　もの。細胞の中で青白く光って見
　えるのが染色体。上の写真は，複
製した染色体を娘細胞へうまく分
　配できなくなる温度感受性変異株
　（par変異株）で，高温では大きな染
　色体をもつ細長い細胞となり，同
　時に染色体を失った細胞を放出す
　る，、この変異株は，“大腸菌のミュ

　ータントバング’から見出だされ
　た。

実験用マウス育成に貢献しゆ
た江戸時代の愛玩用マウス
（河鍋暁斎の絵）

難曳㍍。

撫

’・ ﾊ、
　t’”v⊃’

（へ

¶ぷ

lL’iVg

@tt’、

xこご

蟻’
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細胞遺伝研究部門

　この研究部門ではマウスを主体にその種分化の過程を遺伝学的な千法，とくに染色体C一バ

ンド，生化学（1《J遺伝子の頻度，ミトコンドリアDNAの制限酵素地図，リボゾームDNAの

一次構造などから解析する研究を行っている。この結果，口本産野生マウス亜種の遺伝学的

な独自性が明らかになって来た，，実験用マウスは遺伝学的研究σ）長い歴史を持ち，哺乳動物

遺伝学の研究材料としてもっとも優れたものであるが，これを基盤として，同じ種に属する

野生マウスの変異に豊む遺伝子に着目すれば，より新しい研究の発展を期待することができ

る。

　この材料に立脚した独自の研究として，H本産野生マウスの細胞抗原遺伝r・（H－2）を導人

したコンジェニック系統の育成，DNAレベルにおけるH－2遺伝J’一やリボゾーム遺伝∫・の分

析，H－2領域の遺伝的組換えを促進する遺伝j’・の単離とDNA－’次構造の分析，亜種間雑種

における減数分裂機構の解明などを進めているc，

　…ノ∫，発癌に対する遺伝要因の研究もマウスを材料として行っており，とくにH－2コンジ

ェニック系統および野生山来系統を

用いた1固体レベルでの遺伝学的なア

プローチを進めている、，また，染色

体不等交叉による遺伝J’・欠損致死突

然・変異を復帰させるトランスジェニ

ック実験系も開発中である，、

　マウスを主体とする研究の他に，

アリ類の種分化と核型変化の関係を

染色体進化という観点から分析する

研究が行われてきたが，染色体進化

機構の考察は動物種全般を対象とす

るより広いものになって来た．

研究者

、

。1

　　b
　　　10μm

　　　　、

1　〆
l　i’　iX
　”　　　　　　　　　　　　　E

　　　峯　÷　　さ、

　　　㌔　’k
　　t　　　sK
c　　　d

、l

n

トビキバハリアリの染色体
a．C：雄n＝l
c．d：Cバンド

b．d：働きアリ2n＝2

　　　　●画B●L晶」D

主なハツカネズミ亜種分化とリボソーム遺伝子DNAの変異
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微生物遺伝研究部門

　微生物遺伝研究部門では，大腸菌におけるDNA複製，核分裂，細胞分裂の機構の研究を，

遺伝学的，生化学的，並びに組換えDNAなどの手法によって研究している。この目的のた

めに，最も研究に適した実験系として，つぎの4方向からの研究が進行中である。

（1）繊維状ファージのDNA複製に関する研究：複製開始及び終結におけるDNA・蛋白

　　間及び蛋白・蛋白間の特異的相liニイ乍用の研究

　（2）大腸菌染色体の複製に関する研究：oric（卜図）からの複製開始を制御する1大Ir一に関

　　する研究

（3）大腸菌染色体の分配に関する研究：染色体分配に必須のDNAトポイソメラーゼの研

　　究

　（4）細胞分裂に関する研究：細胞分裂遺伝子，細胞表層を構成するサキュルス（写真ド右）

　　の形成機構，ペニシリン結合蛋白の細胞分裂への役割などの研究

　以Lの方向からの研究を推進することにより，細胞が整然とその巨構造をつくり，生長し，

分裂する全過程を分子水準で明らかにすることを究極の目的としている。

GATCTATTTA　TTTAGAGATC　TGTTCTATTG　TGATCTCTTA　TTAGGATCGC

ACTGCCCTGT　GGATAACAAG　GATCCGGCTT　TTAAGATCAA　CAACCTGGAA

AGGATCATTA　ACTGTGAATG　ATCGGTGATC　CTGGACCGTA　TAAGCTGGGA

TCAGAATGAG　GGGTTATACA　CAACTCAAAA　ACTGAACAAC　AGTTGTTCTT

TGGATAACTA　CCGGTTGATC　CAAGCTTCCT　GACAGAGTTA　TCCAC

染色体の複製に必要な最小限の情報を含むDNA領域　大腸菌の全染色体
（470万塩基対）が複製できるのは，ここに示したわずか245塩基対のDNA
領域が存在することによっている、，黄色に示した配列に複製タンパク質が
結合することから始まる一連の反応を経て，この領域の近傍から染色体の
複製が開始する、，

　　　㎡

蟻．

織欝鱒ぼ㌔ξ、
　　　　　㍉も　　、
“id　　　　＾　⑱6’・

研究者　細菌の細胞分裂の構造担体と考えられるペプチドグリカン・サキュ
　　　　ルス分子の電子顕微鏡写真
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細胞質遺伝客員研究部門

1．動物細胞における唯一の核外遺伝子としてミトコンドリアDNAは種々の分野の研究者の

注目を集めてきている。当研究部門では，ミトコンドリアDNAがマウスの亜種分化に伴い，

どの様にして一次構造上の変化を起こすかということを，制限酵素による切断型，及びDN

Aシークエンシングの手法を用いて検討している。

　　これまでの結果から，制限酵素切断型変異とマウスの亜種分化には強い相関関係があるこ

　とから，マウスにおいてはミトコンドリアDNAの制限酵素切断型が亜種分化の標識として

利用できることが明らかになっている。

　このことを用いて，現在までに，（1）実験用マウスは，欧州産の

野生マウスのごく小さい集団を核にアジア産マウスの遺伝子がブ

レンドされて出来上がったものであること，（2）元来，モロシヌス．

と呼ばれていた，日本産野生マウスは，独立した亜種ではなく，

東南アジア産のキャスタネウス亜種とユーラシア大陸に広く分布
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キャスタ　ウスぬ
㍍＝遼㌶ご血”してできたものらしいことを明ら蹴

　現在は，この制限酵素切断型多型で得られた基礎的データをも

とに，　DNAシークエンシングの手法を用い，亜種内及び亜種

間など進化の時間が非常に短い場合について，（1）塩基置換がミ

トコンドリアDNAを構成する4つの塩基，　G，　A，　T，　Cのど

☆〆

士

mt　DNAからみた日本産野生
マウスの集団

れに起こり易いのか，（2）ミトコンドリアDNA上の塩基置換の起こり方を，核遺伝子と比較

すること，などを研究している。

2．バクテリアのプラスミド上に存在する種々の特異な遺伝子の作用（gene　action）に興味を

持ち次のような研究を行っている。

　（1）動く遺伝子トランスポゾンの研究

　　　イ）トランスポゾンの最小単位である挿入因子IS（insertion　sequence）の一つIS1

がコードし自身の転移に必要なタンパク質トランスポゼースの発現にフレームシフト機構が

関与することを見いだした。このフレームシフトが起こる部位の特定及びそれに必要なシグ

ナル配列を同定することによってその機構を解析している。

　　　ロ）ISとは異なる大型のトランスポゾンTn3のトランスポゼースを精製しそれらが作

用する部位（末端逆向き配列）のドメインの解析と，Tn3転移の分子機構の解明をin　vitro

で行っている。

　（2）プラスミドR100の細胞内における安定性に関与する遺伝子の作用機構を分子レベル

で追求

　（3）接合によるDNA伝達に関与する遺伝子群（tra）の分子遺伝学的解析　DNA伝達に

直接関与する遺伝子の同定と遺伝子産物（ニッケース，ヘリケース，DNA結合タンパク質

など）を単離精製しその性質を調べることによって，DNA伝達の分子レベルにおける機構

を追求している。最近DNA伝達初期反応であるDNAニッキングのinvitro系を開発した。

　当研究部門ではそのほかに植物（イネ，アワ）の新規トランスポゾン及び高度繰り返し配

列の検索を行い植物育種の可能性を追求している。またプラスミドDNA融解の微細構造を

物理化学的に解析しDNA上の機能的部位との対応をつけている、．1
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個体遺伝研究系

1．発生遺伝研究部11『では，淡水ヒドラを対象として，発生過程ヒに異常がある突然変異系

　統を多数分離・同定し，それらを利用して動物の形がつくられる基本機構の解明や，細胞

　の分裂と分化を制御している基本機構の解明をめざして研究を行っているc、

2．形質遺伝研究1‡i5門では，カイコ、ショウジョウバエ，エリ蚕などの昆虫を対象として，／固

　体の発生・生長過不㌦1においていろいろの遺伝形質がいつどのような機構で発現するのか，

　遺伝∫・・染色体・細胞・個体レベルで研究を進めているj

3．生理遺伝客貝イill：究部門では，最近のヒドラ再生研究の結果に基づきヒドラ形態形成過程

　を説明する新しい∫ll（論モデルの構築をめざして研究を行っているf，

器官形成を完了したカイコの胚
（体長：約2mm）

ヒドラの散在神経ネットワーク
（黄色に染まっている）は頭部と
足部に集中している

カイコ幼虫には外観の性差は見られないが，雌性決定染色体
にセフラ遺伝子を転座させると，雌はゼブラ模様を呈する’

突然変異で神経細胞を全部失った無神経ヒトラは運動も補食も
できない「しかし人工給飼すると，成長，出芽して増殖を行う
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発生遺伝研究部門

li

l

　ヒドラは多糸川泡動物中でもっとも単純な体制を持つ動物の一一種であり，　圭た非常に強い再

生力を持つことが昌1からよく知られている、、日ノド産チクビヒドラ（　H：y（t・rα7παgη切αρ～〃αtα）の

体長は約5ηLη乙W二ある‘．こ（ノ）ヒドラの頭と足を実体顕微鏡ドーご’メスで切り落とすと、5～6日

後には元の個体と区：別できない位完全な個体がlljl生する，、

　ところが，チクビヒドラの突然変異系統の中には，この再生過程に異常を示すものが多く

k，る，、例えば，ある系統は足は11－1常に再生するが，頭は再生せず無鋸｛ヒドラになる，，また別

の，系統では，本来足が再生する」易所’に頭ができて双頭のヒドラができてしまっ、，

　このような突然変異系統は，山1生をつかさどる基本機柏tlのどこかに・nノミな異常が生じてい

ると考えられる‘，このようにlli一牛や発生機構に異常を示す突然変異系統を多く分離して、そ

の異常性を詳：細に解析することにより，正常な発生機1荷の根イミ原理を解明r］7る研究を現在す

すめている，、

水草に付着している
日本産チクビヒドラ

ヒトラ実験室

正常再生を行う
野生系統ヒドラ

頭部再生のでき
ない突然変異系
統ヒドラ

切断前 切断直後 再生2日 再生4日 再生6日
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形質遺伝研究部門

　高等生物の体は，1個の受精卵から始まり，これが細胞分裂を繰り返し多くの細胞となり，

生長とともに種々の異なった組織や器官に分化する。形質遺伝研究部門では，1個の細胞か

ら，そのような特定な機能や形態を持った組織への分化がどのような仕組みで起こるか，そ

れら種々の形質は胚発生過程のいつ・どこで発現するか，また，生長・変態・加令・生殖な

どの後胚発生過程はどの様な遺伝子系によって支配されているかなどの生活史形質の究明を

カイコ，エリ蚕，ショウジョウバエなどの遺伝学を始めとする生物学の実験材料に広く利用

・研究されてきた昆虫を対象として進めている。

　遺伝子は内分泌・細胞質等の内的，あるいは，光周期・温度などの外的な環境と関連しあ

いながら発現する。カイコでは化性，眠性等の内外環境によって異なった反応を示す多くの

系統が知られている。これらの系統が，野蚕の進化においてカイコの家畜化される道程で，

光周期・気温等のような物理的な外的環境と，どのように係わりながら形成されて来たかを

明らかにすることは，適応現象を理解する上にも，またカイコの起源を知ることにも関連し

て興味ある問題である。それらの生態遺伝学的解析と平行して，外的環境情報の受容体とし

ての脳・神経系の働き，また，それら情報が比較的長期間記憶され次の世代の形質に反映す

るプロセスは，どのような仕組みによるのか等々の神経生理と遺伝子支配との関係の解析も

進めている。エリ蚕は古くから生長変態の内分泌学的研究の対象とされてきたが，これに関

与する遺伝子系の作用機序について外・真皮形成・脱皮などを指標として究明している。

　ショウジョウバエを対象とした研究では，細胞分化の仕組みを知る目的で，胚発生異常を

示す種々な突然変異の解析，「性」の決定の仕組みを知る目的で，微生物（SR因子）の感

染によって惹起される雄性致死現象の解析等が進められている

　腹部での神経細胞の形成（神
田胞の形成を示す特徴的なダル

カイコ神経球細胞のモザイク
野性型雌由来（あずき色）と変異型由来
（白色）のモザイク神経球を示す

23
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1：

1

生理遺伝客員研究部門

　生物のなかには無生物と非常によく似た形を持つものがある，、樹本の枝分かれと樹枝状結

品の形や，生物の表皮細胞の配列と奔A対流でできたセルの配列などは々：いによく似ている、、

このような類似は偶然の一’致とも考えられる，，しかし，両者の形態形1，kの仕紺．みに生物無生

物の違いを越えた基本的共通点がある可能性も考’えられる，，後者の、ン：場から，生物の形作り

を無生4勿と共通の1幾1㍉胃てザt｛！鯉rしようという1；式cみが行われてきた「反1芯」広散↑幾柑∫でヒドラ1頂剖～

形成を説明するのもその一つである、，

　当部ll｜1ではヒドラの形態形成遣迩程に反応拡散杉隻構が関与するカ・どうカ・の理1倫的1こリミ詞’を行一・

ている，，微小組織の再生1固程ではそのII∫能性を強く支持する糸、li果が得られている．・ノ∫、他の

タイフV）実験からは同機構では考慮されていない他の要囚も再生に・∬要であることカ・明らか

にされている，，これらの最近グ）フ琶展1こ対’し，」：里1倫面からの＊斤たな対応か必要でパ・）る，’11部門

ではヒドラ形態形成をうまく説明できるJ、寒本的に単純でユ見実的な川諭モデノし（ノ）刷築をめざし，

理論研究者と実鳥灸研究者か！1〈一同研究をす’1『めている、、

反応拡散モデルのコンピコーターシミ」レーション
系のサイズに応じて異なるパターンか形成される
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集団遺伝研究系

s

1．集団遺伝研究部門では，生物集団の遺伝的構造を支配する法則の探求をめざして研究を

進めている。分子レベルにおける種内変異と進化の仕組みを確率過程として扱う理論的研

究，特に遺伝f’系図学と重複遺伝子の進化について研究を行っている。また微少効果を持

　つ突然変異と量的形質についても理論的研究を行っている。

2．進化遺伝研究部門では，生物進化の遺伝的機構の研究を進めている。特に，DNAの塩．基

配列データに基づく分了進化の研究やその解析に’必要な方法論の開発などを行っている。

3．理論遺伝客員研究部門では，集団遺伝モデルの解析，実験データの統計的分析などの理

　論面に関する研究を進めている。とくに中、乞説に関する理論の発展及びそれを検証するた

　ための実験データの分析やDNAデータの比較研究を行っている。

↓

電子計算機室

イ

｛

集団遺伝研究系研究者による最近の主な著書
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集団遺伝研究部門

　1つ1つの個体ではなく，それが集まってできた集団（主として繁殖社会）を対象として，

その内にどのような遺伝子がどんな割合で含まれるか，またどのような法則のrドに遺伝的組

成が変化していくかを研究するのが集団遺伝学で，種内変異や生物進化の問題とも深いかか

わりがある。たとえば日本人は全体として1つの集団をなし，肉体的，精神的な特徴は個人

ごとに差があるが，そのかなりの部分は遺伝的なものと考えられる。さらに［ll腋型や体内の

化学物質（主としてタンパク質）など目に見えない特徴についても予想外に多くの遺伝的な

変異が存在する。集団中に，このような変異がいかにして保有されるかは重要な研究課題で

ある。集団遺伝学の研究においては実際の生物集団の調査以外に，数学的モデルの解析や，

電子計算機に有性繁殖を行う生物集団のまねをさせる模擬実験（モンテカルロ実験）も行わ

れる。

　本研究部門ではこういった仕事も含め各種の研究が行われている。その内でも学界の注目

を集めるようになったのは集団遺伝学の数学的理論と分子レベル（遺伝子の内部構造）での

進化の知見とを結び合わせて，新しい分野を開拓する仕事である。この研究から生まれた分子

進化中立説，すなわち，「分子レベルでの進化の仕組を説明するためにはダーウィンの白然

淘汰説だけでは十分でなく，自然淘汰に中立な突然変異遺伝子が集団中で偶然によって増減

する現象も極めて重要な役割を果たしている」と主張する学説は大きな論争をまき起こした。

この中立モデルを出発点として，急速に進歩する分子生物学の知識を取り入れたより広範な

　6。。m脚

600

440

400

3so

270

22s

t80

35

？O

OO

◆・＝・｛？）Dup「iCatton　to　torrn

　　dandβ’chetns

¢一¢pujUWhaXLenk

㌫k

l蒜，。

Kanoareo

㌫b｜1

蒜：

脊椎動物の系統樹とヘモグロビンα鎖の比較

集団遺伝学の確率モデルについて解析を行ってい

る。大規模な重複構造を持つ多重及び超遺伝子族

の進化と起源の問題，核外の遺伝因子（ミトコンド

リアなど）の集団内変異と進化，遺伝子系図学，

微少効果を持つ突然変異と量的形質の関係などが

重要な課題である。

研究者
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進化遺伝研究部門

　生物進化の遺伝学的機構を解明するための理論的研究を行っている。

　DNA解析技術の進歩にともない，最近多くの遺伝子などの塩基配列が明らかにされた。

これらのデータを比較分析することにより，遺伝子の進化の歴史が明らかになる。この部門

では，分子進化の研究に役立つ分析方法の開発及びショウジョウバエを始めとするいろいろ

な生物やウイルスの相互進化の特徴を明らかにしようとする研究を進めている。特に，最近

では，レトロウイルスというがんウイルスのRNAゲノムは，宿主DNAより約百万倍速く

進化することを明らかにした。こうした知見は，RNAウイルスの分子進化だけでなく，レト

ロウイルスによるヒトの白血病やAIDSの疫学的病像を探る上でも有用であることが期待

されている。

　また，塩基配列やアミノ酸配列のデータベースを利用して，遺伝子の機能的ドメインに存

在する特徴的なパターン（「モチーフ」という）の抽出と分類を，大型電子計算機を用いて

行っている。これらのモチーフの抽出と分類は，未知の遺伝子の探索やさまざまな遺伝子の

進化的な歴史を解明する上で重要と考えられている。

l
J

研究者

哺乳動物（ラット，マウス，ヒト）とトリに肉腫を起
こす発がん遺伝子（c－mos）とイースト菌の細胞分裂制
御遺伝子（CDC28）の進化的関係　この系統樹はそれ
ぞれの遺伝子のDNA配列を比較し，塩基置換数（図の
縦軸）を推定することによって得られた。このことよ
り，発がん遺伝子は細胞分裂をコントロールする遺伝
子と進化的に深いつながりをもつことが示唆される。
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理論遺伝客員研究部門

　木村前教授が客員教授として，集団遺伝学の数字的理論及び分子進化の機構について研

究を行っている。特に中立説を発展させるための理論及びDNAデータ解析によるその検

証が当分の主な課題である。また，拡散モデル（一種の偏微分方程式を使用する方法）によ

る有限集団における遺伝子頻度の確率過程の解析も重要な研究課題である。この方法を集団

間競争と非相加的遺伝子相互作用（エピスタシス）を含む場合に拡張する仕事も行っている。

青木東京大学助教授は，客員助教授として遺伝子と文化の共進化，その他の社会生物学の問

題について研究を行っている。

rM。t。。　Kimura璽

　　s（）tp‘惚‘l　P叩prs

　　　酬畿

これは木村客員教授の重要な論文を集め，
高畑助教授が編集して一冊の本にまとめた
ものである。今後集団遺伝学の確率過程や
分子進化について勉強しようという若い人
に役立つであろう。
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総合遺伝研究系

1．人類遺伝研究部ii，1では，ヒトにおける各種の遺伝現象を，分J’・・細胞・個体・集卜］’1の各

　レベルで研究し，それらを統合的にJ：｜l！解することをめざしている、，とくに物質代謝の異常

　や悪性腫瘍の発生に関7する宿ド要因の解析，細胞の増殖と分化の調節機構に係1）る遺伝

　」’・変異とそれにもとづく活性タンハ．ク質分r・の構造と合成異常，DNA塩基〔肥列から、みた

　日本人集団の遺伝的特徴などに関して研究を進めている，，

2．育種遺伝研究部門では，有川生物に関する遺伝学的研究，とくにイネを対象として，

　化と適応に関する諸問題や遺伝J’・（ノ）発」見機構に関する研’先をそ仁・ている、、

3．応用遺伝客日川：究部Ii｝1では，医学または農”）’：領域における遣伝学の応川に関係した基礎

　的研究をイ「っている、、

・■i：

〆

＼ 一’鼈黶D“■一一

人類遺伝研究部門　エピックス753型セルソーター

話’

ち、rr・：

嚇．

祇

人類遺伝実験室

野生イネ集団の生熊遺伝学的調査（タイ国）
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人類遺伝研究部門

　この部門では，ヒトの正常並びに異常形質に係わる遺伝現象を，遺伝子DNAと染色体

との関連のもとに，分子・細胞・個体・集団の各レベルからアプローチして研究し，それら

を統合的に理解することをめざしている。

　例えば，新生児150人に1人は何らかの染色体異常を持っており，その多くは精神的・身

体的な発達の遅れを伴ってくる。また，単一座位の遺伝子異常による遺伝病の種類は3，000

を超えるが，一生の間にそのどれかの異常を発現するリスクのあるものは新生児コーホート

の約1％と推定される。大多数の染色体異常と優性遺伝病の一部は，健康な親の配偶子に生

じた新生突然変異によることが判っている。本研究部門では，各種のがん，白血病細胞や網

膜芽細胞種などを手掛りとして，こうした突然変異と細胞の増殖・分化の調節異常並びに腫

瘍化の成因についての分子遺伝学研究を進めている。

　また，分子病の遺伝要因について，ヘモグロビン，酵素などのタンパク質の構造・機能並

びに合成の変異やDNAの塩基配列の上から研究している。

　ヒトのミトコンドリアには約16，500塩基対からなる環状DNAが含まれ，それは母系遺伝

をする。このDNAを各種の制限酵素で切断し，アガロースゲル電気泳動によって切断パタ

ーンを識別すると，顕著な個人差が見られる。いま15種類の制限酵素による型の組み合せで

分類すると，日本人は少くも22種類のタイプに分けられるが，各タイプ間の塩基置換数に基

づいて，それらの系統関係を探ることにより研究している。

　さらに，遺伝病理学の立場からみた日本人の

特徴は何か，日本人にとくに多い（または少い）

遺伝病はどれか，今日の少産少死パターンが21

世紀を通して長く続き自然淘汰が緩んだ場合，

日本人の遺伝的健康は将来どのように変化する

と予想されるか，といった問題についても考察

を加えている。

N旧3T3 Transformant

ヒト・プロトオンコジン（H・RAS）の変異をもつ発がん遺伝子を導入・形
質転換することによりがん化したマウスNIH3T3細胞。
　　　　　左：導入前　　　　　　　　　　　　右：導入後

研究者

8tI“t　　lt
1　　　　　1　　　　3　　　　　　　　　　4　　　　　5

』8　88　 18＿88　8‘　 la　●1

6　　1　　8　　e　　’0　　11　　12

の6●‘　“　　　“　8亀匂
は　　　　l4　　　　ロも　　　　　　　　ls　　　　け　　　　ぽ

埠唱’ @“　・・－　9d
1・　　　30　　　　　7t　　　刀　　　　　xv

　　　　　　　　　‘』⇔8・㌔
　　　　　　s　　　　9　　　　刀　　　‘

ヒト・急性リンパ性白血病細胞にお
ける染色体改変像　9番および22番
相互転座にもとつく9q＋および22
q　（フィラデルフィア染色体）L，そ
の他5q　（5番染色体長腕欠損）な
どの変化がみられる。
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育種遺伝研究部門

　育種遺伝研究部P’1では有用生物の遺伝及び育種に関する基礎的研究を行っている、、有川生

物の遺伝的改良をめざす育種は，人間の管理の下での動植物の小進化に他ならないという観

点から，進化と適応のしくみ及び有用特性の遺伝的基礎を明らかにすることをこの部門の課

題としている、，

　現在の研究対象は，野生及び栽培イネで，その進化と適応に関する諸問題にさまざまな

角度からとりくんでいる。イネには3つの主要な分化の方向，（1）野生イネから栽培イネへの

分化，（2）WL先野生稲の中の種内分化，（3）栽培イネの中のインド型，日本型への品種分化，が

考えられる。私共は，世界各地から採集され当研究所に保イ∫：されている多数の野生・栽培イ

ネ系統を川いて実験的研究を積み1五ね，新たに熱帯生育地の生態遺伝学的調査を続けながら，

これらの分化の原因と過程を追求してきたが，まだ未解決の問題も多い。現在進行中の主な

研究課題は，（a）遠縁系統間の雑種に現われる不稔性を支配する遺伝了・の分析，（b）独立の遺伝

座の間で特定の遺伝r・組み合せが多くなり系統分化をもたらす機構，（c）遺伝的には近縁だが

非常に違う適応をしている野生イネの生態型分化の遺伝的機構，（d）モチ遺伝∫’座の発現調節

機構，（e）rDNA非転’ijl領域の分化，（f）出穂特性に関’］・する遺伝∫一の同定とその分布，（9）配偶

r・の競争とその適応的意義，（h）プラントオパール分析による過去のイネ品種の型の推定，な

どであるt，それ自身を検出するのが必ずしも容易でない適応に関’」・する遺1云J’・を同定したり

その行動を追跡するのに，アイソザイムは有用な分r・的マーカであるt，そのためにアイソザ

イムの遺伝∫・分析とそれらを染色体地図上に位置づける作業も継続している，，

研究者　柱頭上で発芽した　雄しべ・雌しべが大き
イネの花粉　花粉
管を伸し，核はそ
の中を通って卵細
胞に達する，，

く，他家受粉に都合の
よい花の構造をもつ野
生イネ
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応用遺伝客員研究部門

　1．この部門では，医学領域における遺伝学の応用に関する研究として，ヒトBリンパ球

系細胞における免疫グロブリン遺伝子の発現調節並びに重症複合免疫不全症候群の成因を

解析している。免疫グロブリン遺伝子の再構成は，B細胞系列でのみ起こるが，再構成を終

えた活性型免疫グロブリン遺伝子であっても，B細胞以外の組織細胞に移入した場合その発

現はみられない。すなわち，その発現は組織特異的である。ヒト骨髄腫細胞からグロブリン

遺伝子のプロモーターあるいはエンハンサー領域のオクタマー配列に結合する核タンパク質

を精製し，それらが結合する領域の塩基配列を決定した。これらのタンパク質成分を使って，

免疫グロブリン遺伝子の組織特異的な発現の制御機構並びにそれに係わる核タンパク質遺伝

子のクローン化を進めている。

　2．農学領域における研究として現在行われているのは，植物自生集団における遺伝変異

の保有機構とその収集及び人工的維持に関する理論的研究である。この研究は，遺伝変異

保有のメカニズムを明らかにするという集団遺伝学の基本的問題だけでなく，資源生物を実

際に収集する際，種々の制約条件の下でいかに効率的に多様な遺伝変異を収集するか，また

その変異をできるだけ減少させずに維持するための世代更新法の検討など，実用的に重要な

問題も含まれている。これらのことは，野生稲や栽培稲をその自生地で採集し当研究所で維

持しつつ研究を行っている育種遺伝研究部門及び遺伝実験生物保存研究センター植物保存

研究室のスタッフが現に直面している問題であり，実験的・理論的両側面から協力して研究

が進められている。

収穫したイネを乾燥するインドネシア・スマトラ島の
農民　農作業を集中させないため，また天候不順によ
る減収の危険を分散させるため，一軒の農家は出穂期
の違ういろいろな品種（籾の色も違う）を栽培してい
る。
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遺伝実験生物保存研究センター

　特【生の分析が十分に行われ，また遺伝的に高い均一陛を持つ生物材料を注意深い管理の下

に維持・保存することは，遺伝学研究の基盤として極めて重要である。またこのような遺伝

実験生物のもつ特1生をふまえて独創的な研究を進めることも大切である。このため当研究所

では研究部門とは別に哺乳動物，無脊椎動物，植物，微生物，遺伝資源の5研究室によって

構成される遺伝実験生物保存研究センターをもうけ，重要な遺伝子や生物系統の保存・分譲，

これら実験生物の遺伝的特1生の開発等に関する研究，系統に関する情報の収集・システム開

発等の活動を行っている。

欝鷲1欝一　脳贈～一一　⌒驚

　　　　　　　　　‖

＝＝癬楡紬魂
遺伝実験生物保存研究センター

ショウジョウバェ実験室
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1．哺乳動物保存研究室

　マウスの基準近交系，突然変異系統　コンジェニック系統，リコンビナントインブレッド

系統，ラットの近交系及び野生マウス集団から遺伝子を導入した新しい免疫遺伝学研究用

系統を開発して維持すると共に，これらの系統の初期胚及び精子の凍結保存を進めている。

また，発癌を制御する宿主の遺伝的要因に関する免疫及び細胞遺伝学的研究を行っている。

離蝦』

マウス胚の凍結保存実験

2．無脊椎動物保存研究室

　ショウジョウバエ，カイコの研究用系統の維持を行うと共にショウジョウバエ集団に保有

される変異の収集と解析及び種分化に関与する遺伝子の研究を行っている。また，ショウジ

ョウバエとカイコの発生に関与する遺伝子の分子生物学的研究も行っている。

蟹1エkta
ショウジョウバエ実験室

3．植物保存研究室

　イネ，ムギ，サクラ，アサガオの系統保存を行っている。このうちイネは過去25年以上に

わたって熱帯アジアを含むイネの自生地から収集したもので，他に類のない貴重な遺伝資源

であり，これらの材料は所内外の多くの研究者によってイネの遺伝学的解析のために利用さ

れている。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野生イネ温室

4．微生物保存研究室

　大腸菌，サルモネラ菌，枯草菌，その他バクテリオファージやプラスミドの系統の収集保

存と，特性開発の研究を行っている。研究面では特に，大腸菌の温度感受性細胞分裂変異系

統を使用し，細胞分裂を制御する遺伝子の解析等の研究を行っている。

k　　　エ

竃・望願・駕

微生物保存実験室

5．遺伝資源研究室

　分子系統学における理論的研究とデータ解析を行っている。また，広く遺伝資源生物に関

する国内外の情報を収集，解析，整理し，所内外の研究者に情報の提供を行っている。

遺伝資源研究室



36

遺伝情報研究センター　IU

　遺伝学の中で遺伝情報に関する研究の占める比重が急速に増加し，重要性が高まる状況の

中で，本研究センターは研究所内外の強い要請のもとに設置された。本研究センターは遺伝

情報に関する分子レベルの主として実験的研究を行う4研究室とコンピュータによる情報解

析の研究を行う1研究室の合わせて5研究室からなり，これらは互いに有機的つながりを保

ちながら，それぞれ独立な研究活動を進めると共に，研究所の他研究部門及び他研究機関と

の共同研究を行っている。
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1．構造研究室

　遺伝∫一の発現を目的に応じて調節するためには，DNAやRNAポリメラー一ゼなどの分∫・

がいくつか集まって特別な構造体をイ／1三らなければならない、，この構造体の構成と機能を11J1ら

かにするために，独創的な技術を聞発して駆使し，分∫・

生物学的技術と併川して研究を行っている、，遺f云Jt－DN

Aの機能ユニット全体を固定化して，発現調節のための

構造体1分∫・の運動をリアルタイムで追跡したり（1分

∫・ダイナミクス），構造体の時間的変化を化学反応として

解析して，転写や翻訳の発捗↓調節機IWを解『明しているf、

2．組換え研究室

　　　　　ド

－墜

b

RNAポリメラーゼの1分子ダイナミクス

　高等脊椎動物染色体には光学顕微鏡で観劣ミできる染色バンド（GやRバンド）が存在し，

DNAの巨大なオーダー（mbオー一ダー）でのGC　r？　1，1：モザイク構造と関係することが示1唆さ

れている∩ヒト遺伝J’・のコドン選択バター一一ン解析をlh発点とした我々の研究は，光学顕微鏡

レベノしのい二大GC含㍑モザイク構造が分J’一レベルでも観察されることを示している、，下図で

はヒト染色体のRバンドヒの遺伝∫・とGバンド上の2つの遺伝∫・の塩基配列の例について，

GとC塩基の部位を・示色で，AとT塩基を｝lj色でi三1」字している．，光学顕微鏡レベノレのr想と

・・ vして，Rバンド遺伝r・がGとCに富み，　Gバンド遺伝∫・がAとTに富むことが明らかで

ある、jヒト染色体遺伝∫・を中心に，この現象の

よリ詳細な解析を進めている，，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　．　R．　　．　　．　a｝　◆　　．G　．　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AT　　A　　111　　　k　　　　　　　　　　A　T　　　　・T・　　　　　A3．合成研究室

　発生や分fヒの分」’・Pi％構を解田1するには遺f云J’・

発現に関する基礎的研究が必須である，，本川：究

室で’は，人1！＞成DNAと遺伝j’・操作技i，ll；：を利

川LてIIU亥生物DNAの高次構造と発生や分化

にあずかる遺伝J’・の発現制御（こ関する研究を行

っている、．
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＜ショウジョウバエの胚
　上：野生株下：fushi亡arazu遺伝子の調節領域
　の変異株
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4．遺伝情報分析研究室

　コンピューターによるDNA塩基配列と蛋｝’ぱ’〔アミノ酸配列から得られる遺伝情報の解析，

及び高分r・の高次構造の研究を行っている。

DNAデータバンク

　DNAデータバンク（DNA　Data　Bank　ofJAPAN，略称「DDBJ」）は全匡｜的な要請にもと

づき，遺伝情報研究センター遺伝情報分析研究室に昭和61年4JJに設、Zされた一現在，　DDBJ

は米国のGen　Bank及び欧・JIFIのEMBL　liiij　D　N　Aデータバンクと密接な協力関係にありDNA

データの収集及びデータベースの構築を共同で行っている。

DNAデータバンク

5．遣伝子ライブラリー研究室

生物の発生，分化は遺イ云∫・発現のネ’ソトワークとしてとらえることができる。その分J’・レ

ベノレの実体を総合的に理解するために，本研究室では線虫C．elegansを材料として，胚発生

における全ての遺伝J’・の発現様式を1リ1らかにすることをめざして，遺伝f・ライブラリーを利

用した新しい方法諭の開フεを進めている。並行して，世界に先がけて作成した大腸菌ゲノム

の遺f云J’・ライブラリ

一の維」寺，門己布及

びゲノムデータベ

ー一 X作成を行って

いる、，

㍍憾∵、ぷ㌫ぷ轟，漁《衛ギ騰蕊蹴，1［吉㌧

　　　　　　　　　　　烈
㌧パ1∴1畑恨ll㍑1・！ll；㌦1｝」！1㍍、：1∵6・，晶二㌦、胞轟i田硝：：灘ご鞠ぽ1㍗∴，・　i｝’1；：1



　　　　　　　　　　　　　　放射線・アイソト　ブセンタ

　当センターは各種放射線やラジオアイソトー．一一プ（放射性同位ノじ素）を，遺伝1’一の機能とIW

造の研究に利川するための共同利川施設として昨年度発足した1，

　当センター一の前身はおよそ30年前に設、「ノ：された放射線実験室で才）り，歴史的に次のように

整備されてきた、、1Y｛和27年X線実験室新、没，1｜／｛和31年，34年放射’線実，験弓ミ新増設，　ll／｛和35年

照射月」特別蚕室）i／／ji’，没，‖r｛和39年ガンマー一線照射’温，室新1没，　ll召和42年中’性」’・照身］’室新設，昭和

50年P・」剖～照｛射’棟新1没，ll召不U52年トレーサー一桝↓　1，　II＊・斤1没、、｝ll｛和63年il］IRI相↓新設、，こc）i）川

に備えられたX線，　ガンマー線，　中’性1’・の発生装i置と各種の放射線測りヒ装置を用いて，　多く

（ノ）放射線遺f云学：卜（ソ）研究がなされて来た，t近年て1は放射1ゾlll司位氾素をトレー一サー一として用い

た実験か多く行われるようになっている、、

　ll／｛和63年度には．放」利性1｛i」f、ン1ノ亡素を用いたlil「究（ノ）た〔め（ノ）∬也設を！vJ：充する日i’1〈Jで’‡；斤RI棟を建

設Lたt、ここで・は，1亥酸や蛋ド1質ぴ）素材』で’あるfビ1ノ：物質を放身］’性Ilij㍑：元素て二11票1識して糸川胞に

⊥kり込ませ，放射”i寸1司イ、》：Jt素て1標1識されたイ亥ll峻べ・蛋1’1’『1を分W』することや，　遺f云Jtである

核1峻やそ（ノ）素］寸を試験管ぴ）tliて’山：拐i標識し，　酵：素を月」いて合成，　分W’する川：’ブヒかなされる．

i：に月」いられる放射’性同f、ン1／t素‘よ：｛　H，i’i　C，32Pなどであり，　・これら‘よ弱い透」固力くノ♪べ一一ク

ー一 ?�叝oするが極めて微㍑でもll剣hできる1，このため他のノ∫法では｛二6こ出できない微㍑の反

1，じも測定でき，現代の遺伝1’・の研究に1よ不川’欠なも（力である．，

　当センター一の研’先室でhはセン　タ．一の管川運’営’に携ズ）る傍ら次のような川二究を行．、ている、

1　　．　　　着｛5乏　⊥」L　　（：イ！（ノノ？oノ’1～（1～）di！ds　　（；／〔鴇そr／ノ～s　　　／1：一くノlil：糸ll［‖｛戊　（ノ）　）JS〔）2・1’ホ；↓」～i　fノミtl｝ノ：

　C．（’／‘害〃〃sは体長1mmて’約1，000個c7）糸1｝U抱力・ら成り，　’r・透ll月なことを不lPljした顕微鏡観察力・

ら，f固々の糸川胞が”乏粘∫卵からど（ハような糸川胞分裂を経て出来たかが’、ヒ全に解’・てV・る唯　・（ハ

動物で’ある、、遺イ云解析やDNA解析も」卜常に進んで』いる，，こ（ク）ような利点を生力・して生殖細

胞におけるDNA修復eノ）研究を進y）る．二とにより，　多細胞牛物（／）ノLダlll：糸田1庖におけるDNA修

復の機構の解明を目指している、，

2．バクテリアの増殖と分化を1川御する．iUイ云1’・（ノ）研’先

　枯・1㌔：菌は栄ゴ髪劣化に直面するとただ一川の不等分裂を経て胞i”へと分化する、，細胞分裂を

、之配する遺伝rがどのような機構でこの不等分tt呈に関わ’・て細胞分fヒに関与しているカ・を研

’先している、、

研究者 放射性同位元素を用いた電気泳動

によるDNA塩基配列決定実験

ll℃sガンマー線源
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実験圃場
　実験1川場は，　おもに1値彗勿関係の研究にJlJいられる実験材’判・を栽培，　管理しており，　水川，

畑，温．室群と実験川」易管理桝こから構成されている，．リミ南アジア」也域から採取したイネの系統

を川穂させるためのH長処理装置，冬の川イネやクワを栽培するためのイネ水川温室，クワ

温室あるいは柏：物を隔離栽培するための隔離温弓ミなどの特徴あるliin設がある‘．

　実験川1場で’1、よ，これらの施設を利月Jして関連研究部ill」の研’先者の要、ill∫に基’∫いた実験材’料・

の栽培，管理を通じて，それらの川：究に協力している．、kた遺伝実験牛物／｝Uf：センター一の杣：

物保仔川：究ぷ〃う系統保存業務に協力し，　イネ，ノ、ギをはLμ）イネ，サクラ，アサガォの実験

系統を紺持，管J：il！するために，不iPI　J’・の史新や株／5（存を行一Jてい之）、

　実験川場研’グヒ室では，助F1名が配属され，イネ，ダイズ，ペチ．1ニアなどの植物個体ノ乏

ひ1 |養糸llUl包（ソ）形態｝1ラ成，　’L」：里形質，　適応ilHjl卸なと“に関する遺fノ」見象を突然’変’異体〔ノ）イノト成，　遺

f云」’・の解析，植物のllフ質tE，L換など（ノ）ノバ去によって解析をぷみている．，また，　PCR法を応用

して川イC仲ir・をi：’）y）たイネぴ）系糸充1識別1二関する研’グヒも行っている．

ぐ一1．3kb

←0．1kb

　　　1234567
　　　写真の説明

古代柚子の葉緑体DNA断月のPCR法による増幅
　古代種子（4，5：明治38年，6，7：平安時代）
からPCR法によって現在のイネの染．（1，2）及ひ
梗子（3）に対応ーする葉緑体DNA附1片（1．3Kb）か
増帽できるのて，．占代のイネの糸統分化を研究てきる
可能性か開けてきた

倭性青．渦木立丸咲き

　　　　　　緒赫瓢＄令5帥子牛［丹・1咲き

アリカオの突然変異糸紗，



科学研究費補助金 （平成2年度）
（計200，700］二円）

科学研究費補助金研究課題

がん特別研究　　　54，700千円

　　　　がん研究のための実験動物の維持と開発

　　　　がん細胞における染色体の不安定化と再配列に関与する因子の分子遺伝学的研究

重点領域研究　　　99，500千円

　　　　野生遺伝子の導入による生物機能モデル動物の開発

　　　　コドン選択

　　　　ミトコンドリアDNAからみた現存および先史モンゴロイド集団の起源と系統

　　　　再生を制御する遺伝子の解析

　　　　DNA複製における大腸菌IHF蛋白の役割
　　　　大腸菌の細胞分裂に関与する遺伝子群の構造と機能

　　　　ヒドラ幹細胞の増殖と分化の制御機構

　　　　イネ種子におけるアミロース蓄積の遺伝的制御に関する分子生物学的研究

　　　　新しい分子生物学を取り入れた進化集団遺伝学の展開

総合研究　　　　　8，000千円

　　　　日本産野生動物種の起源に関する遺伝学的研究

一般研究　　　　28，700千円

　　　　複製開始におけるDNAと蛋白の相互作用

　　　　栽培イネの品種分化に関与する生殖的隔離機構の遺伝子レベルでの解析

　　　　RNAポリメラーゼの機能ドメインの解析

　　　　ヒドラ細胞接着分子

　　　　綿虫C．elegansの胚発生各期に特異的に発現される遺伝子群の解析

　　　　ヒドラ刺細胞分化過程で特異的に発現する遺伝子の解析

　　　　ヒトチミジル酸合成酵素遺伝子の発現調節機構について

　　　　染色体のバンド構造に依存しないマッピング技術の開発と応用に関する研究

奨励研究　　　　　7，700千円
　　　　DNA配列に周期的パターンをもたらす要因についての集団遺伝学的研究

　　　　イネwaxy座遺伝子の発現制御機構に関する研究

　　　　ヒト染色体バンド構造と遺伝子塩基配列の関係の解析

　　　　MHCの持つ生物機能のトランスジェニックマウスによる解析

　　　　分裂酵母RNAポリメラーゼIIの構造と機能

　　　　C末端プロセシングによる大腸菌膜蛋白質の機能発現制御

　　　　ペプチドホルモン遺伝子を主とした集団遺伝学的研究

　　　　マウス染色体における遺伝子増幅機構の研究

試験研究　　　　　2，100千円

　　　　AIDSウイルス合成ワクチンのための総合的方法論を目指した試験的研究
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（平成2年度）

　　　　　　課　　題　　名

1．キメラ遺伝子を用いた大腸菌RecA蛋白質の

　　機能と構造の解析

2．インフルエンザウイルスRNA合成酵素の機

　　能解析

3．大腸菌の増殖段階移行に伴うリボゾームとR

　　NAポリメラーゼの動態の研究

4．哺乳類遺伝子の転写調節因子の機能的解析

5．日本脳炎ウイルスのRNAポリメラーゼの機

　　能解析

6．インフルエンザ・ウイルスRNA転写酵素の

　　構造と機能の解析

7．マイクロコッカスのRNAポリメラーゼと転

　　写シグナルに関する研究

8．ポリアミンによる大腸菌遺伝子発現調節機序

9．アデノウイルスにおける複製と転写の制御相

　　関機構

10．哺乳動物細胞における突然変異抑制作用の研

　　究

11．バクテリオファージT3DNA詰込み系を用

　　いたチミジン飢餓誘発DNA切断の分子機構

　　に関する研究

12．哺乳動物細胞内デオキシヌクレオシド三リン

　　酸プールの不均衡が誘導するDNA二本鎖切

　　断の分子機構

13．日本産野生マウスを中心としたハツカネズミ

　　各亜種の反復配列DNAの研究

14．補体系制御系蛋白群の遺伝子解析と新しい機

　　能の研究

15．中国産野生ハツカネズミ亜種における遺伝的

　　分化および形態分類に関する研究

16．アジア産ハツカネズミ野生集団におけるMup

　　－1遺伝子の多型と分布

17．マウスのter遺伝子のmappingとその遺伝子発

　　現様式の解析

18．野生マウスと近交系マウスにおけるDNA修

　　復酵素活性の比較

提案代表者名

小川智子（大阪大学理学部）

中　田

和　田

小　泉　信

竹　上

進（東京理科大学基礎工学部）

明（京都大学理学部）

滋（労働省産業医学総合研究所）

勉（金沢医科大学総合医学研究戸斤）

井口義夫（帝京大学理工学部）

大澤省三（名古屋大学理学部）

五十嵐　一　衛（千・葉大学薬学部）

花岡文雄（理化学研究所）

黒　　田　行　昭（麻布大学）

藤澤久雄（京都大学理学部）

綿矢有佑（岡山大学薬学部）

栗原靖之（放射線医学総合研究所）

坂　井　俊之助（金沢大学がん研究所）

土屋公幸（宮崎医科大学）

松島芳文（奥羽大学歯学部）

野口基子（静岡大学理学部）

池永満生（京都大学放射線生物研究センS一



19．種問・ilE種問刹li種に」5ける雄’1生不妊要伏1の糸川

　　月包εヒ＃勿”∫：白勺イリ1：’3：巳

20．組換え“hot　spot”に1臭Jする分r・　・細胞遺伝

　　バ」ノニ自ζJイi州：ラe

21．トビキバハリアリの系統分化に関する細胞遺

　　伝学rl勺並びに分r・遺伝学llくJ研究

22．大腸菌ispA遺伝J’一の機能について

23．大腸菌DNA複製に関与する酵素群の精製

24．宿一i三・ベクター系の保存・開発に関するiiJf究

25．大腸菌のDNA複製におけるDnaK蛋白質の

　　機能

26．薬剤耐性プラスミドR6KDNAの複製開始

　　調節機構の分子li命自勺解析

27．大腸菌の糸田胞分裂」也迩不1｜［を触媒する膜蛋1’IPB

　　P3の分r解剖

28．ミトコンドリアDNAの多型からみた腔腸動

　　物ヒドロゾアの系統分類

29．ヒドラ細胞成長因r様物質とその再生に果す

　　役割

30．カイコにおける遺伝的野斗三型（ワィルドタイ

　　プ）の推定一寄生バエの寄1三選択性を指標と

　　して

31．昆虫における老化指標の確、ン：とん三命を規’定す

　　る遺f云了・の探索

32．画像解析によるカイコの繭型の測定とその品

　　種分化に関する研究

33．遺伝∫・系図学理1論の人類集団への応用

34．分rレベルにおける進化を記述する確率過程

　　モデルの棚：究

35．遺伝的浮動と日然淘汰の相互作用の数理的研

　　究

36．ヒトのゲノムにのみ特異的に存在するDNA

　　領域の構造解析

37．プロテアーゼ遺伝子群におけるクリングル構

　　造の分子進化学的研究

38．日本人の遺伝子地図に関する研究

39．人類遺伝学的観，1、Kからみた味覚・1嗅覚障’、i’iと

　　その環境背景因子との対応についての解析

　　特に臭気（そグ）成分）の総合解析学の確、7：と
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日一 h音1～　　㌧干　　ll召　（fti！イヒ”γ：イ1汗究［リf）

戸　 り長　よし．r（東京都立大学理”γ：部）

平　井

藤　lll奇

小　川

橋　本

啓

真

久（熊本大学医学部）

吾（岐llt大学教養部）

徹（名tl輌屋大学理学音1～）

保（ヘキストジヤバン医薬総合研究1　i｝b

榊　原　祥　公日K｜、ン：1：防衛’1三研究所）

．k：塚 學（福1卜医科大’γ⇒

山　本　義i　弘（兵庫医↑＞1・大学）

久保川

花　井

島　田

ノ」・山内

信（北海道大学珂1学部）

光（九州大学理1’y：部）

川頁（東京農ll大学μ斐学部）

実（東京都老人総合研究所）

中　　田　　　　徹（北海道大学農学部）

斎藤成也陳京大学理学部）

伊藤栄明（統計数理研究所）

飯　塚 勝（筑紫女学園短期大～’了ヨ

植　川　信太郎（東京大学理学部）

高　橋　　　敬（島根医科大学）

安河内　幸　雄（東京医科歯科大学難F，1疾患研究所）
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　　その基礎および臨床医学とのかかわりに関す

　　る研究

40．細胞増殖抑制機構に対する分子・細胞遺伝学

　　白勺初f’究

41．Ca’＋依存性タンパク質修飾因子CAL1の機能発現に

　　関する遺伝生化学的研究

42．・大腸癌抑制遺伝子の分子遺伝学的解析

43．ブータンおよびバングラデッシュのイネの生

　　態遺伝学的解析

44．イネ品種の生殖隔離に関与する遺伝子の地理

　　的分布とその発現機構

45．同位酵素分析法による作物の品種分化に関す

　　る研究

46．高等動物におけるアルコール脱水素酵素アイ

　　ソザイムの器官特異的発現についての進化遺

　　伝学的研究

47．高等植物における生殖生長への転換と花芽形

　　成時での遺伝子の発現構造

48．ショウジョウバエ初期胚の凍結保Z∫1の研究

49．ショウジョウバエの多型種と単型種における

　　誘発突然変異率の相違

50．種分化に関与する遺伝子の細胞遺伝学的研究

51．高等植物の遺伝r・発現調節の分r機構

52．生物材料カタログの整備ならびにデータベー

　　ス化

53．タンパク質の1分子ダイナミックスに用いる

　　光学プローブの開発

54．ニワトリ胚繊維芽細IJ包が分泌するオートクラ

　　ィン増殖因fのcDNAクローニングと塩基

　　配列の決定

55．染色体バンド構造と遺伝r・塩基配列との関係

　　の解析

56．遺伝子機能領域のコンピュータスクリーニン

　　グ

57．分裂酵母の細胞分裂時に特異的に川現するタ

　　ンパク質の遺伝r一のクローニング

58．SLE患者より分離した抗原DNAの高次構

　　造の解析

59．牛『ll血L病ウイルスの転”」：因∫”XBL－1タン

　　パク質のin　vitrO転’ノ」二系における活性検索

二　木安’ 之（信州大学：医学部）

仁保喜之仇州大学医学部）

大矢禎一（東京大学理学部）

森　　　　正　　樹（九州大学医学部）

島本義也（北海道大学農！摺1～）

イ「　川　　1隆　二（弘前大学農学部）

小　　西　　猛：　口月（ノし州大学農学部）

矢　原　徹　一（東京大学理学t’“s附属柏物園）

長　　　∫二i　　戊轟ξ　　01～　（味（」ヒ大’‘｝ξ：農”）’：剖～）

黒　川　行　昭（麻イ1∫大’判

井　上

山　本

米　田

　　寛（大阪外国語大学）

雅　敏（宮山奇医科．ぺ学）

好　　文（東京大学遺伝r・実験施設）

菅　原　秀

柳　田　敏

日月　 （玉里fヒ’学イリトラ七｝り1・）

雄（大阪大学基礎ピ学iZ－1～）

1度　辺　一…　雄（広島ノぐ’）’：総合科学部）

猪　∫’　英

西　田　泰

俊（東海大学医学部）

伸い1リ式大学教養Sil～）

瓜　谷　真　裕（静岡大学理’学部）

与　川　邦　彦（秋川人学医学部）

櫻　Jl：　通　陽（農林水産省家畜衛生試験場）



60．アデノウイルス初期遺伝子の転写制御機構の

　　解析

61．哺乳動物細胞のDNATopologyに関する研

　　究

62．ダイズ致死変異体の部分欠損染色体の分子遺

　　伝学的解析

63．ヒドラ散在神経系形成機構の解析

　　　　研　究　会　名

1．転写にかかわる分子群～原核生

　　物・真核生物・ウイルス・オル

　　ガネラ～

2．体細胞変異株を用いた細胞増殖

　　機構の研究

3．遺伝学的にみた日本産野生動物

　　種の起源

4．日本産アリ類の系統進化に関す

　　る基礎研究

5．造lllt幹細胞増殖分化の機構の学

　　際的研究

6．ヒト染色体の物理的地図と遺伝

　　的連鎖地図作成：その現状と展

　　望

7．植物生態遺伝学の2つのトピッ
　　クスー異種間相ηニイ乍用と種∫・発

　　芽の問題をめぐって一

8．最近の植物染色体研究のまとめ

　　一遺伝r一と表現型を結□ζ考察一

9．高等動物における器官分化の遺

　　伝的ヒエラルキー

10．イネの遺伝子資源の評価とマッ

　　ピング

11．遺伝子発現の翻訳調節

12．枯草菌の分子遺伝学と菌株及び

　　DNAの系統保存に関する研究
　　会

13．生物系無生物系のパターン形成

　　半　田

　　岡　山　浩

　　海　妻　矩

　　小　泉

提案代表者名

宏（東京大学医学111～）

佑（広島大学医学音1～附属病院）

彦（岩丁・大学農学部）

修（油岡女∫・大学家政学部）

　　　　　開催予定年月日

饗　　」場　　リノ、　　二二　（呈丸沢ζ人こ”）’：　tビ）’：系）

小山秀機（｛ご黄シ戊寒rl∫、ンニノs；”j；°：ノrl＼原生物学研’グヒ所）

米川博通（東京都臨床医学総合研究所）

近藤正樹（罐欝り

仁　　保　　喜　之（九州大学医’Y消1～）

堀

松　村

福　川

長　戸

岩　1日

中　村

雅明（放射硲泉1ケミ”）’：総合｛1斤’先所）

」ピ　・呂（lil支tls．　k’？t：θ芝’γ：1’ils）

一・

Y（東ハ1（女f’大学文理学部）

康　郎（東北大学農学剖～）

伸　人川し州大学農’Y：部）
義一’（東月（人こ”）’：1り《ド1パ）’：　（，川！う七戸戊〒・）

Il

?@川　　　寛（大阪大学医学部）

沢川康次（嵩麟覧階て）

2」2．10～12．11

2．12．7～12．8

3．1．8～1．9

2．12．1～12．3

3．1．20

2．6．29～6．30

2．12．7～12．8

2．12．20～12．21

2．12．6～12．7

2．12．13～12．14

2．5．14～5．15

2．9．7～9．8
2　．11．29～12．1
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大学院受託学生

　lEl立遺伝学イi｝1究所は，遺伝学に関する総合研究の中核として川司利川に供するとともに，

研究者の養成等についても各大学の要請に応じて，大学院における教育に協力し，学生の研

究指導を行うことができる（1　rll、ン∵Y：校設ii’ll法第9条の2第3項，大学院設置）］ミ準第13条第2

∫貞，大学jU司利用機関組織運営規則第2条第3項）、，

　以ヒの規定をふまえて，昭和59年度から全国の国・公・私、71大学の大学院学生を受託学生

として受け入れている。

行 事

研究所の一般公開

　科学技術週1川における，i　］’　’1　i・の・環として，各研究部門の展示及び学術講i寅を行い，学術日り！

画を上映し，研究所の・部を公開して　・般の見学に供している，1

’

　　　i”・・

パ劔

㎏．ll

N

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般公開　　熱心に見つめる市民

公開講演会

　年1回，秋，」ζ京で本研究所教官を、溝師として，　一般を対象に遺伝学公開講れi〔会を開催し

ている．．

公開講演会　（国．立科学博物館講堂）
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研究を促進するための活動

内部交流セミナー

　川二究所l／・1における川：究経．過を発表L討論する会で，　盛夏の時期を除き隔週の水11i’lll日に開か

れる、1

抄　読　会

　新しい研究諭文の抄、i’1亡会で，盛夏の時期を除き隔週の水曜llに開かれる，、

Biological　Symposia

　ダト国o「）関係者’S（　、Vjのls祭，1随吋三開f㍑，　、満1演詞’1倫を行う、、

日本遺伝学会三島談話会

　liル究所及び付’近在住の会Uで剤1識され，原川とLて月1川，研究成果発人とそわに関する

li］’1倫を行う

内部交流セミナー

BIOIo9“，，）｜SVI｜｜Po・こ1d
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国際交流

受入部門 共同研究者 氏　　名 研　究　項　目 期　　　間 所　　　　　属 備考

遺伝情報 孫　冠誠 広瀬　　進 蚕の遺伝子発現に 昭63、9．1～
中国農業科学院蚕業

研究セン 研究所

ター
関する研究 平2．3．31 中華人民共和国

細胞遺伝 王　永紅 森脇和郎 野生マウスの遺伝 昭64．1．7～
中国衛生部

蘭州生物制品研究所

研究部門 的特性の分析 平2．9．25 中華人民共和国

細胞遺伝 王　風山 森脇和郎 医学実験動物につ 平元．4．11～
中国実験動物開発セ

ンター

研究部門 いて 平2．4．10 中華人民共和国

ヒト及びその他の

哺乳類におけるミ

細胞遺伝
Djoko

今井弘民 トコンドリアDN 平元．3．2～ バンドン工科大学
Tjahjono

研究部門 Iskandar
A，染色体並びに 平元．5．30 インドネシア

染色体プロービン

グ技術修得

遺伝情報 李　豊情 広瀬　　進 カイコの遺伝子発 平2．2．1～
農業科学院蚕業研究

研究セン 所

ター
現機構の研究 平3．1．31 中華人民共和国

分子遺伝
Richard

石浜　　明 遺伝情報転写制御 平2．3．1～
エジンバラ大学分子

S． 生物学研究部門

研究部門 Hayward 機構の研究 平2．5．31 イギリス

発生遺伝
Charles

藤沢敏孝
ヒドラ幹細胞の増

平2．3．9～
ミュンヘン大学動物

N． 殖と分化の制御に 研究所

研究部門 David ついて
平2．3．28 西ドイツ

第3回DNAデータバンク国際諮問委員会
平成2年3月（三島）
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総合研究大学院大学生命科学研究科遺伝学専攻の概要

1．目　　的

　総合研究大学院大’Y：は，大学共同利川機関との緊密な連係及び協力のドに，その優れた研

究機能を活用して，高度の，かつ国際的にも開かれた大学院の教育研究を行い，新しい学問

分野を開拓するとともに，それぞれの州lll分野において学術研究の新しい流れに先導的に対

応できる1幅広い視野を持つ，創造性盟かな研究者を養成することを日的とするロ

2．教育研究の概要

　遺伝学は，生命現象を遺伝子との関連のもとに解明する学問で，分析的であると同時に極

めて学際的性格を備えている。この学問は，従来から生物学の一’分野にとどまらず，理学・

農学・医学・薬学等の隣接分野とも深い関わりをもってきたが，近年の分r一レベルにおける遺

伝学の目覚ましい発展に伴って，今日では広く生命科学の中核として重要な役割を担うよう

になった。

　本専攻は，母体となる国立遺伝学研究所で進められている分r－・細胞・個体・集1・1’1の各研

究分野及びこれらを基盤とする応用的研究分野において，遺伝学の最先端を学習させるとと

もに，高度でかつ独創性のある研究題目について，数多くの実験生物系統と，よく整備され

たDNAデータベース並びに放射線アイソトープ装置等をも活用して教育研究をする、t

3．教育研究の特色

　遺伝学は独創的・先端的で高度かつ学際的学問であることの特殊性から5大講座に設置す

る特色ある各授業科目をすべて選択性としています。また，各大講座には演習を設け，積極

的な受講を促すとともに研究指導の指針としています。

　更に，母体となる国・Z遺伝学研究所において実施される定期的な研究活動（内部交流セミ

ナー，抄読会，Biological　Symposia等）の参1川を義務づけるとともに，国、7遺伝学研究所に

既存する遺伝実験生物保存研究センター，遺伝情報研究センター，　放射線・アイソトープ

センター及び実験圃場が持つ機能，施設・設備等を1’分に活川できるようになっていますc、



ti
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4．大講座・教育研究指導分野の内容

大　　講　　座 指導分野 分　　　野　　　の　　　内　　　容

遺伝物質の分子構造原理を化学的物理学的に教育研究す
分子構造学

る

分　子遺伝学 分子機能学 遺伝物質の機能とその制御を分子の水準で教育研究する

遺伝物質の形成原理と形成機構を分子の水準で教育研究
分子形成学

する

真核生物の染色体組換え機構、細胞増殖機構、染色体を

細胞遺伝学 指標とした種分化の機構、細胞質遺伝因子の構造等を教

育研究する

細胞遺伝学 1哺乳類遺伝学 哺乳動物に特有な遺伝機構を教育研究する

微生物遺伝学
原核生物の細胞分裂機構、染色体複製機構、細胞質遺伝

因子の遺伝機構等を教育研究する

動物の形態を決定する遺伝機構及びその基盤をなす細胞
発生遺伝学

分裂・分化の機構を教育研究する

個体遺伝学 形質遺伝学 遺伝的形質の発現過程及び変異生成過程を教育研究する

行動遺伝学 動物の行動を制御する遺伝機構を教育研究する

集団遺伝学 集団の遺伝的構成変化の法則に関して教育研究する

生物進化の遺伝的機構を表現型と分子の両レベルで教育
進化遺伝学

集団遺伝学 研究する

DNAや蛋白質の構造を理論的かつ実験的に解析し、遺
分子進化学

伝子進化の過程と仕組みを教育研究する

DNA及び蛋自質分子レベルの変異を中心に代謝異常や

人類遺伝学 腫瘍の発生にかかる遺伝要因並びに人類集団の遺伝的特

性に関して教育研究する

応用遺伝学
有用植物の進化、適応に関する遺伝学的研究及び遺伝資

植物遺伝学 源生物の収集・保存・情報化の理論と技術に関して教育

研究する



5．修了要件及び学位の種類

　　（1）修了要・件

　　　　　3年以一ヒ在学し，本専攻で定めた授業科目について，10単位以上修得し，かつ，

　　　　必要な研究指導を受けた上，博士論文を提出し，その審査及び最終試験に合格する

　　　　ことを必要とする。

　　　　　ただし，在学期間に関しては，優れた研究業績を上げた者については，短縮する

　　　　ことがある。

　　（2）学　　位

　　　　　理学博士　なお，研究内容によっては学術博士が授与される・
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一『琳聯㌣⌒蜘〔f’1’
、1；1ス　’「　’

　　　　　喝q－． 寸

　　：

醜講
平成2年度入学式
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壌i藷⑦
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li飼適ノ■線
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　、1勺」1ζ2fド6月　 発イ∫

lKドtl遺伝学研究所要1党1990

NATIONA｜、｜NSTITUTE　OI♪GENET“：S

llは遺伝学研究戸Ji管」：1賠11庶務訳

〒411静岡り1い島市7洲1111

TELO559　75　077山代衣）



．鱗舞灘

燃・lf／illiil｝i．Zi：・i，

本研究所構内から夕映えの富士山を眺望する，



シンボルマークは減数分裂第一中期の分裂

像を図案化したもので、「地球の歴史は地層

に、生物の歴史は染色体に記されてある」

（木原均、1946）を表している。

国立遺伝学研究所
〒411静岡県三島市谷川1111
Ttll，i，ri〈0559＞　75－0771（イt必ξ）

ファクシミリ〈0559＞71－3651


